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首都高速道路における
舗装路面点検の高度化、効率化の取組

令和元年12月5日

首都高速道路㈱

資料②
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首都高速道路の維持管理

首都高速道路管理延長 320.1㎞

①高速上巡回点検
・パトロールカーによる車上目視・感覚による点検
・基地： 1箇所（東京）、ﾊﾟﾄﾛｰﾙｶｰ：5台
・各路線を昼間に週2～3回

・緊急対応が必要な路面損傷の早期発見
⇒ お客様及び第三者被害の防止

・走行快適性の向上
⇒ 舗装等の適切な補修

巡回点検、交通パトロール

維持管理の課題

ジョイント（伸縮装置）の破損 ポットホール（舗装の穴）

首都高速道路交通量 約101万台／日

②交通パトロール
・事故、故障車、落下物の処理
・基地：8箇所（東京6,神奈川2）、ﾊﾟﾄﾛｰﾙｶｰ：63台
・24時間体制、各路線を概ね1日12回



3©Metropolitan Expressway Company Limited 2019

インフラパトロール® インフラドクター®

目
的

交通の安全性の観点から緊急性を有する
路面損傷の早期発見へ適用
（日常的：巡回点検で活用）

効率的な維持補修のために、舗装における詳細な
健全度の点検へ適用
（定期的：定期点検で活用）

概
要

• ３面カメラで180°画角のフルHD映像
を全行程録画し、クラウドにより映
像を共有

• 緊急事象発生時の情報共有（映像・
位置情報）

• 映像から損傷を自動検知（ジョイン
ト損傷、舗装ポットホール）し、点検
業務をサポート

• GISと3次元点群データを活用した維持管理支援
システム（各種管理台帳検索、点検結果・履歴
検索、変状検出、現場作業シミュレーション
他）

• 3次元点群データとラインセンサ画像から舗装
の損傷程度を定量的に評価し、補修費算出ま
で自動化が可能

計
測
シ
ス
テ
ム

３面カメラ
（画角180°）

車載器
（GPS、加速度ｾﾝｻｰ、SSD）

MMS（※）

新しい舗装点検技術

ﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾅ

ﾗｲﾝｾﾝｻｶﾒﾗ

MMS：Mobile Mapping System
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１．InfraPatrol®（インフラパトロール®）

【従来の道路巡回点検】（2～3回／週）
• 巡回コース8コース、点検車両5台で対応
• 車上目視点検を点検技術者と運転手各1名ずつで実施
• 発見した損傷は、車上から手持ちデジタルカメラで撮影

【巡回点検の課題】
• 見落とし、撮り逃し、撮り直し
• 画像のブレ、不鮮明
• 無線による伝達ミス

常時録画、高精細画像、映像共有（クラウド）を活用し
て課題を解決するインフラパトロールを開発

【主な効果】
位置などのメモをとる必要がなく、点検技術者が損傷発見に集中 ⇒精度向上
見逃しや再走行が不要となり、撮り直しを削減 ⇒効率化
緊急事象などの映像を共有でき、事前に現場を確認 ⇒補修の効率化
損傷自動検知により、車上目視では発見が困難だった損傷を検知 ⇒安全性向上
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道路巡回点検業務の流れ

１．InfraPatrol®（インフラパトロール®）
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3面カメラによる取得映像
GPSおよび加速度センサーを搭載し、位置情報、車両の揺れを把握
画角180°撮影により、施設物の変状も確認可能
フルHD映像をSSDに全行程録画、クラウドを活用し映像共有
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インフラパトロール® の機能

画素・色素減退処理を行い、特徴量を判断し、
損傷箇所を自動検知

【検知方法】

損傷自動検知システム

1. 『緊急』ボタンを押し
た場合、撮影した映像
がクラウドに送信（10
秒程度動画）

2. 事象発生が事務所にも
発報され、映像が大型
モニターで共有

巡回点検中に重大な損傷発見時にボタンを押すと、
映像と位置情報が情報共有され、迅速な緊急対応
が可能

緊急時の映像伝送

パソコンに取込み、舗装ポットホール、ジョイント
損傷を自動検出し、見逃し防止

【情報共有】

（走行中） （走行後）

ポットホール候補
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報告書作成システム

損傷写真を選択すると発見日時、位置情報が報告書に自動貼付
報告書作成時間を大幅短縮（30分／件 ⇒ 5分／件）
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リアルタイム路面監視システム

塩分濃度センサー温度センサー マッドガード（泥除け）

車載器本体

GPS+ジャイロ、３軸センサー
カメラ、マイク

接続接続 接続

WDR室内カメラ

塩分濃度センサー

温度センサー

ドラレコカメラ映像をリアルタイム動画配信（LTE通信）
路面温度、塩分濃度もリアルタイムで観測（雪凍対策）
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事故、災害発生時に対策本部とリアルタイムで情報共有

リアルタイム路面監視システム
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2．InfraDoctor®（インフラドクター®）

GISと3次元点群データを活用した維持管理支援システム

※3次元点群データ： XYZ座標を持った点の集まり 法定速度で走行しながら、1秒間に
110～200万発の情報を取得し、3次元
点群情報を作成

MMS：Mobile Mapping System
（レーザースキャナや全周囲カメラ
を搭載した計測車両）

©Metropolitan Expressway Company Limited 2019 12

3次元プラットフォーム（寸法計測）
簡単に現場の寸法計測が可能
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3次元プラットフォーム（図面作成）

図面のない構造物

図面と現況が変わった構造物

管理者の異なる構造物

図面復元・作成が容易
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3次元プラットフォーム（施工検討）
シミュレーションにより施工手順の確認、使用機械・車両の選定が可能

現場での手戻りを「０」に
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3次元プラットフォーム（変状検出）
コンクリート構造物の浮き、剥離損傷を検出

0mm以下
0～2mm
2～4mm
4～6mm
6mm以上

3次元点群 構造物の基準面を作成 変状検出した構造物の画像
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舗装評価から補修計画まで自動化

3次元点群データとカメラ画像を活用した舗装劣化指標（わだち掘れ、ひび割れ、平
たん性）の自動算出技術およびポットホール検出技術を開発

舗装の点検から補修費算出までの自動化を実現

舗装機器点検
（路面性状自動測定車）

巡回点検
高速上徒歩点検

舗装劣化指標の算出
目視による路面調査
（ポットホールなど）

損傷ランク判定

打換え必要面積の算出

工事費用の算出

補修計画の策定

自
動
化

＜舗装補修計画フロー＞

インフラドクターの新たな機能開発
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舗装評価から補修計画まで自動化
わだち掘れ、平たん性、ひび割れ率からMCI及びIRIを自動算出
舗装劣化箇所の打替え面積・工事費の自動算出

補修計画作成の生産性向上
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システム導入効果

インフラパトロール（日常の巡回点検）

①損傷写真の撮り逃し、撮り直し時の削減
・巡回時間 ６～７時間＋再走行（約１時間） ⇒ 再走行ゼロ

②報告書作成時間の短縮
・報告書作成件数 10～15件／日
・作成時間 従来 30分／件 ⇒ ５分／件

③損傷自動検知による巡回点検のサポート
・発見が困難な損傷を検知し、安全性向上に寄与

④リアルタイム路面監視システム
・現場状況をリアルタイムで情報共有 ⇒ 迅速な道路啓開、交通開放判断

インフラドクター（舗装定期点検）

①舗装点検の高度化・効率化
・高精度な面的な点群や画像による劣化指標の自動算出
・計画～調査・解析～報告書作成 従来 159人日（41日） ⇒ 58人日（17日）

②舗装補修計画の精度向上
・局所的なポットホールも踏まえた補修計画

③損傷メカニズムの解明
・経時的な損傷進行の把握

計画的な補修計画
適切な予算配分


